
資料２ サイン詳細仕様 



【サイン詳細仕様】ピクトグラム・名称 

 ■ 施工の方針 

  ○ピクトグラムはＪＩＳ基準を用いる。ＪＩＳ基準に定めのないピクトグラムは、「公益財団法人交 

   通エコロジー・モビリティ財団」が2018年10月に新たに策定した標準案内用図記号（※）等を使用 

  ○名称は、ＪＩＳ基準や上記の新たな標準案内用図記号などを踏まえた名称を使用 

  

ピクトグラム 
名称 
（日英） 

1 男子/女子トイレ 
(Men’s/Women’s toilet) 

2 車いす対応トイレ 
(Accessible toilet) 

3 男女共用トイレ 
(All gender toilet) 

4 (簡易型)オストメイト用設備 
(Facilities for ostomy) 

5 介助用ベッド 
(Care bed) 

6 
ベビーチェア(Baby chair) 
おむつ交換(Diaper changing table) 
着替え台(Changing board) 

7 （便房手すり） 
手すり 
(handrail) 

ピクトグラム 
名称 
（日英） 

1 カームダウン・クールダウン 
（Calm down, cool down） 

2 授乳室 
(Baby care room) 

3 （車いす使用者席） 
※同伴者席含む 

車いす使用者席 
(Accessible seat) 

4 （付加アメニティ席） 
優先席 
(Priority seat) 

5 磁気ループ 
(Hearing loop) 

6 更衣室（男性/女性更衣室） 
(Dressing room（Men/Women）) 

（※） 

（※） 

（※） 

（※） 

（※） 

＜トイレ＞ ＜トイレ以外の主なもの＞ 
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エコモの文
入れる？ 

（※） 

名称やピクトグラムの統一 

（※） 



【サイン詳細仕様】書体・文字間隔・コントラスト① 

 ■ 施工の方針 

  ○文字間隔は、誰にとっても表示内容が理解しやすいよう、意味のまとまりを考慮し間隔を調整 

  ○書体の選定に際しては、弱視の方などにとっても見やすいよう、文字の視認性を考慮 

  ○色や文字を用いた案内を行う場合、色弱の方なども認識しやすいよう、コントラストを確保 

    

 ■ 施工イメージ 

細めのＵＤフォント 

太めのＵＤフォント 

既存（東京体育館）？ 
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【第７回ＷＳ提示案】 

(再検討後の案) 

（第７回ＷＳ意見） 
・等間隔で並んでいると、全体の意味が分かりにくい 
・弱視の方にも配慮した書体を 

見やすい書体 文字間隔調整 
 
 
 



【サイン詳細仕様】書体・文字間隔・コントラスト② 

＜総合案内板＞ 

＜移動中サイン＞ 

＜観客席入口＞ 
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＜移動中サイン＞ 

進行方向から分か
るよう、突出しサ
イン新設 

コントラスト確保 

書体の改善 

図の拡大 

＜移動中サイン＞ 

改修前（東京スタジアム） 改修後（東京スタジアム） 

＜総合案内板＞ 

＜トイレ入口＞ 
ピクトグラムの共通化 

＜観客席入口＞ 

■ 施工イメージ 



【サイン詳細仕様】エントランスホール 

 ■ 施工の方針 

  ○総合案内板は、見る人の向きを考慮して図の向きを設定、簡潔な平面図で施設の全体像を案内 

  ○配置場所が限られる設備（カームダウン・クールダウンなど）はなるべく表示 
      ※施設内に分散して配置したトイレ機能(ベビーチェア等)についても、早めに場所を把握できるよう、見やすさ 
   を考慮しつつ総合案内板での表示も検討 

  

 ■ 施工イメージ 

資料２－４ 
＜改修後＞ 

施設内に限られる設備をなるべく表示 

＜総合案内板＞ 
平面図の向きは見る人の向きを考慮 

今後、図面の配色やコントラストなどに変更を加える 



【サイン詳細仕様】コンコース 

 ■ 施工の方針 

  ○観客を円滑に目的地へ誘導するため、施設規模や設置可能位置に応じて、移動中のサイン 

  （フロア案内図・天吊りサイン・壁サイン・観客席案内図等）を、必要に応じ組み合わせて配置 

 

 ■ 施工イメージ 
天吊りサイン 

壁サイン 

フロア案内図 

観客席案内図 観客席入口表示 

観客席 

コンコース 

階段 

コンコース 
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複数のサインを組み合わせて円滑に誘導 



【サイン詳細仕様】トイレ入口 

 ■ 施工の方針 

  ○トイレ入口には、ピクトグラム＋日英でトイレ名称を表示。また、トイレ便房に備わる機能をピクトグラム 

   で表示。使用するピクトグラム・名称は施設間で統一 

  ○トイレ案内図上には、どの便房内に何の機能が備わっているか分かるよう、ピクトグラム等を表示 

   ○触知案内板には、入ってからの位置関係が分かるよう、現在地、便器、手洗い等を点字又は浮き出し表示 

       ○便房扉にも、備わる機能をピクトグラム表示 

   ○一般トイレ入口の音声案内はセンサー式で、トイレ種類・トイレ配置・触知案内板の位置の順に簡潔に案内 

   

＜トイレ入口＞ ＜トイレ案内図・触知案内板＞ ＜トイレ入口付近イメージ＞ 

 
音声案内装置（センサー式） 
「ピーンポーン。男性用トイレはこちら、女性用ト
イレは右側、車いす対応トイレは左側にあります。
男性用トイレの触知板はこの下にあります。」 

 

トイレ入口サイン（案内図・触知案内板含む） 
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 ■ 施工イメージ 

※青枠は浮き出 
 し表示内容 
 （実際は白線） 

ピクトグラムによる機能表示 



【サイン詳細仕様】観客席入口 

 ■ 施工の方針 

  ○観客席案内図上に、車いす使用者席、優先席の場所を表示 

   ○磁気ループ席は、観客席案内図上でエリアを囲んで場所を表示 

 

 ■ 施工イメージ 
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特殊な席は観客席案内図上で表示 



【サイン詳細仕様】観客席までの流れイメージ（大規模施設） 

 ◎ 施設入口から観客席まで、連続した案内となるよう、施設規模に応じてサインを配置 

＜総合案内板＞ ＜移動中サイン＞ 

天吊りサイン 

フロア案内図 

＜観客席＞ 
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■ 大規模施設の場合の誘導イメージ 
〇 （総合案内板） 
 ・施設の全体像を把握できるよう、基本的な情報（観客席入口、トイレ位置等）を表示 
 ・施設内で配置場所が限られる設備（カームダウン・クールダウン等）も表示 
〇 （移動中サイン等） 
 ・総合案内板で示さなかった細やかな情報（分散配置したベビーチェア等のトイレ機能）を表示 

車いす使用者席・優先席 

磁気ループ席 

＜観客席案内板＞ 

車いす使用者席・優先席 

磁気ループ席 

Accesible seat/Priority seat 

Hearing loop 

今後、図面の配色やコントラストなどに変更を加える 



   【サイン詳細仕様】観客席までの流れイメージ（小規模施設） 

＜総合案内板＞ ＜移動中サイン＞ ＜観客席入口＞ 
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海森の総合案内板 
でき次第差し替え 

観客席に入るところのパースに 
差し替えできますか 

SEAT61-105 SEAT36-60 

■ 小規模施設の場合の誘導イメージ 

SEAT61-105 SEAT36-60 

【フロア全体像】 

とりあえず偽造です 
海森出すなら施設の単純性を言わ
ないと、単なるサイン不足にとられる
危険が・・・・ 

〇（総合案内板） 
 ・エントランスの時点で目的地の場所や経路を確認できるよう、施設内の細やかな情報まで表示 

SEAT36-60 

SEAT61-105 


